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「
リ
ヤ
カ
ー
」
の
思
い
出 

   

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 
 

須
田 

 

滉 

 

今
の
若
い
方
々
に
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
し
ょ
う
が
、
リ
ヤ
カ
ー
と
は
金
属
製
の

パ
イ
プ
と
空
気
入
り
の
タ
イ
ヤ
で
構
成
さ
れ
た
二
輪
の
荷
車
で
す
。
大
正
十
年
頃
に
日

本
で
考
案
さ
れ
、
サ
イ
ド
カ
ー
に
な
ら
っ
て
後
部
（
Ｒ
ｅ
ａ
ｒ
）
に
位
置
す
る
車
の
意

で
リ
ヤ
カ
ー
と
命
名
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
荷
車

の
主
流
だ
っ
た
の
は
江
戸
時
代
以
来
の
大
八
車
で
し
た
。
こ
の
大
八
車
は
大
き
な
木
製

の
ス
ポ
ー
ク
型
車
輪
（
接
地
面
を
鉄
で
巻
い
た
）
で
、
左
右
輪
が
車
軸
で
連
結
さ
れ
て

荷
板
床
下
を
通
る
原
始
的
構
造
の
為
に
色
々
と
弊
害
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
振
動
が
激

し
い
故
に
、
物
に
よ
っ
て
は
荷
痛
み
の
お
そ
れ
も
あ
り
、
運
搬
で
き
る
貨
物
が
限
定
さ

れ
る
こ
と
が
大
き
な
悩
み
で
し
た
。 

 

こ
れ
ら
大
八
車
の
問
題
点
の
多
く
が
、
リ
ヤ
カ
ー
で
は
金
属
部
材
の
導
入
や
自
転

車
・
サ
イ
ド
カ
ー
の
手
法
を
応
用
す
る
こ
と
で
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
ご
く
細
身
の
鋼

管
で
牽
引
用
の
梶
棒
部
分
ま
で
を
含
む
フ
レ
ー
ム
を
組
み
立
て
、
車
輪
は
オ
ー
ト
バ
イ

や
自
転
車
と
同
様
に
金
属
製
の
ワ
イ
ヤ
ー
ス
ポ
ー
ク
を
利
用
。
車
軸
は
な
く
、
自
転
車

同
様
の
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
で
左
右
独
立
支
持
さ
れ
た
両
輪
間
に
荷
台
床
を
落
と
し
こ

ん
だ
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
車
輪
に
は
空
気
入
り
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
が
填
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
金
属
製
の
ス
ポ
ー
ク
車
輪
は
大
正
時
代
、
既
に
日
本
国
内
の
自
転
車
工
場
で

大
量
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
軽
量
な
う
え
、
車
体
か
ら
の
脱
着
も
簡
単
で
、

日
本
各
地
に
出
現
し
て
い
た
自
転
車
店
で
の
修
繕
も
容
易
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
又
は
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
は
防
振
に
も
役
立
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

大
正
時
代
後
期
か
ら
は
小
口
輸
送
向
け
に
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
一
種
で
あ

る
オ
ー
ト
三
輪
が
都
市
部
か
ら
徐
々
に
普
及
し
始
め
て
い
た
が
、
当
時
の
日

本
に
お
け
る
中
小
零
細
事
業
者
の
多
く
に
と
っ
て
は
極
め
て
高
価
な
も
の

で
、
容
易
に
導
入
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
対
し
て
リ
ヤ
カ
ー
は
、
市
井

の
零
細
な
工
場
で
も
製
作
可
能
で
、
ご
く
安
価
な
存
在
で
あ
り
、
本
格
的
な

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
以
前
で
あ
っ
た
太
平
洋
戦
争
前
後
の
長
期
間
、
手
牽

き
、
も
し
く
は
自
転
車
牽
引
な
ど
で
、
小
口
輸
送
の
簡
便
な
手
段
と
し
て
極

め
て
広
範
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。 

小
生
の
田
舎
で
も
、
農
作
業
や
山
林
の
仕
事
に
農
耕
用
の
牛
馬
が
、
大
八

車
（
荷
車
）
を
牽
引
し
て
の
作
業
、
ま
た
作
物
を
運
ぶ
リ
ヤ
カ
ー
が
つ
い
最

近
ま
で
普
通
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
稲
穂
や
麦
の
穂
が
風
に
な
び
き
、

耕
地
の
間
の
細
道
を
荷
車
を
曳
い
て
人
々
が

歩
い
て
い
る
田
舎
の
風
景
が
今
で
も
目
に
浮

か
ぶ
の
は
小
生
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
戦
後
の
モ

ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
で
自
動
車
が

徐
々
に
普
及
す
る
に
つ
れ
、
荷
馬
車
や
リ
ヤ
カ

ー
は
次
第
に
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
で
も
ラ
ー
メ
ン
、
お
で
ん
な
ど
の
飲
食
の
屋

台
と
し
て
、
時
に
は
豆
腐
、
石
焼
き
芋
等
の
販

売
、
隣
り
近
所
の
廃
品
回
収
な
ど
結
構
見
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
望
洋
荘
や
せ
ん
し
ょ
う
苑
に

住
む
方
々
と
共
に
リ
ヤ
カ
ー
に
ま
つ
わ
る
昔

の
思
い
出
話
を
基
に
乗
り
物
な
ど
の
変
遷
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。 
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五
月
三
十
日(

水)

午
前
十
時
、
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト

外
出
ツ
ア
ー
で
ア
ク
ア
マ
リ
ン
へ
見
学
に
出
か
け
ま

し
た
。
震
災
後
、
水
族
館
に
戻
っ
た
魚
や
動
物
達

を
見
る
事
が
出
来
て
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
浜
で

育
っ
た
方
々
で
す
の
で
、
魚
の
名
前
を
本
当
に
よ

く
ご
存
じ
で
し
た
。 

お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
売
店
で
お
買
物
を
し
た
り
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

                    

   

 
 

五
月
二
七
日(

日)

十
一
時
半
よ
り
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
で
お

食
事
会
を
開
き
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
希
望
の
ス
テ
ー
キ

を
鉄
板
で
焼
き
、
立
ち
昇
る
煙
と
香
り
に
刺
激
さ
れ
た
の

か
、
全
員
完
食
な
さ
い
ま
し
た
。 

             

 
 

事
務
所
の
前
に
飾
ら
れ
た
「
鎧
兜
」
の
前
に
て
、
薄
磯
ユ

ニ
ッ
ト
の
女
性
入
居
者
三
人
組
さ
ん
が
、
お
揃
い
で
カ
メ
ラ

の
前
で
ニ
ッ
コ
リ
で
し
た
。 

        

   

様
々
な
色
の
お
花
紙
を
ち
ぎ
り
、
小
豆
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
に
丸
め
て
型
を
取
っ
た
台
紙
に
接
着
剤
で
張
り
付
け
て
い

き
ま
す
。
少
し
ず
つ
丁
寧
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、

な
か
な
か
根
気
と
時
間
が
必
要
で
す
が
、
出
来
あ
が
っ
た
時

は
ひ
と
し
お
の
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
完
成
し
た
時
の
歓
声
を

み
な
さ
ん
に
も
お
聞
か
せ
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

               
 

平
成
二
十
四
年
度
の
福
島
県
知
事
表
彰
を
こ
の
度
、
り
ん

さ
く
福
祉
会
理
事
長
須
田 

滉
が
受
賞
致
し
ま
し
た
。
長
年

に
わ
た
る
地
域
医
療
・福
祉
の
発
展
、
更
に
は
医
師
会
の
役
員

と
し
て
尽
力
し
た
事
を
讃
え
ら
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。
理
事
長

は
「開
業
し
て
三
〇
余
年
、
ま
だ
ま
だ
地
域
医
療
の
貢
献
度
は

不
十
分
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
け
る
こ
と
は
身
に
余

る
栄
誉
で
あ
り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
語
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
「
今
後
も
こ
の
名
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一
層
精

進
し
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て

い
く
所
存
で
す
。
」と
決
意
を
語
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

理
事
長
こ
の
度
の
受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

貼
り
絵
製
作 

 

望
洋
荘 

 

理
事
長 

県
知
事
表
彰
受
賞 

ア
ク
ア
マ
リ
ン
見
学 

望
洋
荘 

ユ
ニ
ッ
ト
内
お
食
事
会 

節
句
お
飾
り
の
前
に
て 

介護老人福祉施設 望洋荘 
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「出
前
の
お
食
事
会
」 

み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト 

地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

「ガ
ス
ト
で
お
茶
会
」  

5月13日（日）みまや南ユニットの昼食を海鮮丸

より、出前を取って食事会を開催しました。事前に

入居者様に何が食べたいか聞き取りお昼に届くよう

に注文しました。お寿司にマグロ丼、から揚げ、お蕎

麦にうどん、色とりどりの御馳走に驚きながらも大喜

びでした。普段は小食な方も時間を掛けながら完食

されていました。大変好評で次はウナギが食べたい

という声もあり、今後も継続していきたいと思います。 

5 月 6 日（日）みまや東、23 日（水）みまや南、31

日（木）みまや西ユニットがガストにお茶会に出掛けま

した。6日のみまや東ユニットのお茶会は、つくば市で

竜巻により大きな被害があった日で、午後より空が暗

くなり激しい雨があり中止を考えていましたが、何とか

天気が回復して出掛けることが出来ました。 

「誕
生
会
」 

み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト 

5 月 28 日（月）みまや南ユニットの猪狩クニ子様

（98 歳）佐々木ヨシエ様（87 歳）の誕生会を開催いた

しました。猪狩さんはせんしょう苑で一番のお姉さま

（最高齢者）です。当日はご家族様がみなさんでと特

大の誕生ケーキの差し入れがあり、ユニット全員で二

人の誕生日を祝いました。 
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施
設
利
用
時
の
食
事
代
と
居
住
費
に
つ
い
て
は
、
全
額
自

己
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
世
帯
の
年
間
所
得
が
二
六

六
万
円
以
下
（
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
方
に
つ
い
て
は
、

食
事
代
と
居
住
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
負
担

限
度
額
認
定
証
申
請
書
を
所
轄
の
市
町
村
役
所
に
申
請
し

て
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
発
行
し
て
も
ら
う
必
要
が
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
施
設
で
ま
と
め
て
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
、
毎

年
六
月
三
十
日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
毎
年
更
新
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
も
更
新
手
続
き
は
、
施
設
で

ま
と
め
て
行
い
ま
す
が
、
市
町
村
よ
り
出
さ
れ
た
結
果
に
つ
い

て
は
、
個
々
の
平
成
二
十
三
年
度
世
帯
所
得
に
対
し
て
判
断

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

直
接
所
轄
の
市
町
村
役
所｢

長
寿
介
護
課｣

等
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

｢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
証｣

の
有
効
期
限
に
つ

い
て
も
毎
年
七
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、

入
居
者
様
の
現
住
所
に
直
接
送
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
自
宅
の
方
に
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
「
望
洋
荘
」
並
び
に
「
せ
ん
し
ょ
う
苑
」
に
お
持
ち

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   

望  

洋  

荘 

六
月  

二  

日
（
日
）
十
一
時
半
よ
り 

「
愛
知
県
医
師
会
交
響
楽
団
演
奏
会
」
塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

六
月  

四  

日 
(

月) 

十
時
半
よ
り 

「
エ
ブ
リ
ア
お
買
物
ツ
ア
ー
」
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

 

 

六
月  

十  

日 (

日) 

十
時
よ
り 

    

「ユ
ニ
ッ
ト
内
大
掃
除
」 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

       

せ
ん
し
ょ
う
苑 

六
月  

五  
日
（
火
） 

午
後
四
時
よ
り 

「
居 

酒 
屋
」
開
催  

 
 
 

み
ま
や
東 

六
月  

七  

日
（
木
） 
午
後
二
時
よ
り 

「
ガ
ス
ト
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」  

み
ま
や
東 

六
月 

十
三 

日
（
水
） 

午
後
二
時
よ
り 

「
ガ
ス
ト
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」  
み
ま
や
南 

六
月 

二
四 

日
（
日
） 

午
後
十
二
時
よ
り 

「
店
屋
物
出
前
お
食
事
会
」 

 
 

み
ま
や
西 

六
月 

二
七 

日
（
水
） 

午
後
二
時
よ
り 

「
ガ
ス
ト
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」  

み
ま
や
西 

   

望  

洋  

荘 

六 

月 
 

二 
 

日 

（土
） 

 
  

豊 

間 
 

吉
田 

勝
則 

様  (

六
九
歳) 

誕
生
会 

六 

月 

十
二 

日 

（火
） 

 
  

四 

倉 
 

若
松 

智
惠
子
様  (

九
七
歳) 

誕
生
会 

六 

月 

二
三 

日 

（土
） 

 
  

豊  

間 
 

有
田 

ミ
イ 

様  (

九
四
歳) 

誕
生
会 

六 

月 

二
五 

日 

（月
） 

  

勿 

来 
 

大
橋 

マ
キ
ヰ
様  (

九
一
歳) 

誕
生
会 

 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

  

六 

月 
 

三 
 

日 

（日
） 

 
 

み
ま
や
南  

野
口 

イ
ク
子 

様 
(

九
二
歳) 

誕
生
会 

六 

月 

二
六 

日 

（火
） 

 
 

み
ま
や
南  

宮
崎  

ミ
ツ 

 

様 
(

八
九
歳) 

誕
生
会 

          

編
集
後
記 
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 【
六
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

【
六
月
の
行
事
予
定 

】 
「負
担
限
度
額
認
定
証
」の
更
新
に
つ
い
て 

｢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
証
」の 

更
新
に
つ
い
て 


